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委
員
会
で
は
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
し
ま
す
。
審

査
の
経
過
と
結
果
を
委
員
長
が
本
会
議
で
報
告
し
、
議
員
全
員
で
可

否
を
決
定
し
ま
す
。 

十
二
月
定
例
会
で
は
、
「
五
條
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
」
「
南
和
広
域
連
合
規
約
の
変
更
」
「
五
條
市
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
（
二
件
）
」
「
五
條
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」
及
び
「
吉
野
晴
夫
五
條
市
長
に
対
す

る
不
信
任
決
議
」
の
六
議
案
を
否
決
と
し
た
。 

付
託
議
案
の
審
査
（
委
員
長
報
告
） 

    
       

汲
取
料
の
改
正
案
を
否
決 

 

旧
五
條
市
地
域
の
し
尿
の
汲

み
取
り
の
際
に
、
現
在
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
は
十
八
リ
ッ
ト
ル

当
た
り
百
円（
内
訳
　
汲
取
料
八

十
四
円
・
処
理
料
十
六
円
）
の

負
担
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

こ
の
改
正
案
は
百
三
十
円
に
値

上
げ
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

地
域
経
済
が
疲
弊
し
て
い
る
こ

の
時
期
に
提
出
さ
れ
た
値
上
げ

案
で
あ
る
こ
と
か
ら
、賛
成
・
反

対
の
討
論
が
あ
り
、
採
決
し
た

結
果
、
賛
成
二
・
反
対
十
七
・

欠
席
一
で
否
決
と
し
た
。 

 
 

南
和
広
域
連
合
事
務
所
の 

移
転
案
を
否
決 

 

現
在
、
吉
野
町
に
置
か
れ
て

い
る
南
和
広
域
連
合
事
務
所
を
、

吉
野
市
長
が
連
合
長
に
就
任
し

た
の
を
機
会
に
、
五
條
市
内
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
跡
地
に
移
転
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
移
転
に

は
経
費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、賛

成
・
反
対
の
討
論
が
あ
り
、
採

決
し
た
結
果
、
賛
成
二
・
反
対

十
七
・
欠
席
一
で
否
決
と
し
た
。 
 

          

教
育
委
員
の
任
命
を
否
決 

 

七
度
目
の
同
議
案
で
あ
る
が
、

議
会
は
、
前
回
同
様
、
「
市
議

会
だ
よ
り
」
三
十
五
号
に
掲
載

し
た
理
由
に
よ
り
否
決
し
た
。 

今
回
、
市
長
か
ら
は
三
人
の

教
育
委
員
の
任
命
が
提
出
さ
れ

て
お
り
、
う
ち
一
人
は
同
意
し
た
。 

市
長
は
、
閉
会
あ
い
さ
つ
の

中
で
「
こ
の
人
以
上
に
立
派
な

方
は
い
な
い
」
と
発
言
し
て
お
り
、

二
人
の
同
意
に
関
し
て
は
、
今

後
も
歩
み
寄
り
は
、
期
待
で
き

な
い
状
態
で
あ
る
。 

な
お
、
否
決
さ
れ
た
二
人
に

つ
い
て
の
採
決
結
果
は
、賛
成
二
・

反
対
十
六
・
退
席
一
・
欠
席
一

で
あ
っ
た
。 

        

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会
■ 

 

◎
継
続
審
査
の
職
員
の
退
職
手

当
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
は
、
賛
成
多
数
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。 

◎
五
條
市
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
保
存
条
例
の
制
定
は
、

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制

度
を
新
町
地
区
に
導
入
す
る
た

め
の
も
の
で
、
賛
成
多
数
に
よ

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。 

◎
南
和
広
域
連
合
規
約
の
変
更
は
、 

事
務
所
の
位
置
を
五
條
市
新
町

三
丁
目
三
番
一
号
に
改
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
を

も
っ
て
否
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。 

◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
） 

は
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。 

◎
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
は
、 

白
銀
北
幼
稚
園
及
び
賀
名
生
幼

稚
園
を
廃
止
し
、
新
た
に
西
吉

野
幼
稚
園
を
設
置
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
を
も
っ
て
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。 

  

■
厚
生
常
任
委
員
会
■ 

 

◎
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改

正
及
び
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て
は
、 

        

全
員
一
致
を
も
っ
て
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。 

◎
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
、
し
尿
処
理
手
数
料
を
、

十
八
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
汲
取
料

八
十
四
円
と
処
理
料
十
六
円
を
、

汲
取
料
百
三
十
円
に
値
上
げ
す

る
も
の
で
、
慎
重
審
査
を
経
て

採
決
を
行
い
、
賛
成
少
数
に
よ

り
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

た
が
、
一
名
の
委
員
は
態
度
を

保
留
し
た
。 

  

■
建
設
経
済
常
任
委
員
会
■ 

 

◎
市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更

並
び
に
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い

て
は
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。 

◎
西
吉
野
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー（
愛

称
こ
ん
ぴ
ら
館
）
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
も

の
で
、
制
度
導
入
に
あ
た
っ
て

は
地
元
優
先
と
す
る
べ
き
こ
と

や
生
産
者
や
利
用
者
の
視
点
に

立
っ
た
日
程
等
を
検
討
す
べ
き

と
の
意
見
が
あ
り
、
全
員
一
致

を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。 
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決
結
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十
二
月
定
例
会
議
決
結
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市
長
の
給
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〇
パ
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決
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議
員
の
報
酬
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
減
額
を
否
決
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パ
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議
員
の
報
酬
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
減
額
を
否
決 

議
員
の
報
酬
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
減
額
を
否
決 

　
議 

員 

提 

案 
 　  

現
在
、
五
條
市
に
は
約
五
百
億
の
借
金
が
あ
り
、
大
変
厳
し
い
財
政
運

営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。 

市
に
お
い
て
は
、
様
々
な
取
組
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
五
條
市
の
財
政

は
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
る
一
方
で
、
今
後
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て
市
民

の
皆
さ
ま
に
も
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
求
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

そ
の
中
で
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
立
場
に
あ
る
市
長
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
痛
み
を
強
い
る
と
き
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
自
ら
が
ま

ず
血
を
流
し
、
行
政
改
革
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
市
長
は
平
成
十
九
年
四
月
に
、
五
條
市
の
「
財
政
改
革
」
を
公
約

に
掲
げ
当
選
さ
れ
た
。
同
時
に
「
市
長
の
給
料
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら

五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
」
を
市
民
に
公
約
さ
れ
て
い
る
。 

市
長
の
給
料
の
削
減
に
関
し
て
は
、
平
成
十
九
年
六
月
議
会
で
一
度
は

五
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
額
を
提
案
さ
れ
た
が
、
「
率
が
低
す
ぎ
る
」
と
い
う

こ
と
で
否
決
と
な
り
、そ
の
後
、平
成
十
九
年
十
二
月
議
会
で
市
長
は
「
今

後
、
行
政
改
革
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

今
後
の
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
と
考
え
て
お
り
、
平
成
二
十
年
三
月
議
会

に
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
い
う
答
弁
を
し
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
一
年
経
っ
た
今
日
に
お
い
て
も
、
市
長
の
給
料
の
減

額
に
つ
い
て
、
吉
野
市
長
か
ら
は
何
の
提
案
も
な
い
こ
と
か
ら
、
市
長
の

給
料
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
減
額
を
即
刻
実
行
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
十

二
月
十
五
日
議
員
提
案
を
し
、
翌
十
六
日
に
可
決
さ
れ
た
。 

（
期
間
・・
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日
ま
で
） 

  　 　
市 

長 

提 

案 

　 　 
 

五
條
市
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

が
、
十
二
月
十
六
日
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
。 

（
期
間
・・
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日
ま
で
） 

 

〈
反
対
し
た
理
由
〉 

平
成
十
八
年
十
二
月
に
、
議
員
の
「
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
、
五
條
市
の
財
政
改
革
の
た
め
、
議
員
の
定
数
及
び
報
酬
等
に
つ
い

て
検
討
し
た
結
果
、
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
以
降
の
選
挙
か
ら
、
議
員

の
定
数
を
現
在
の
二
十
一
人
か
ら
六
人
減
ら
し
、
十
五
人
と
し
、
四
年
間

で
約
二
億
二
千
四
百
万
円
、
率
に
し
て
約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
を
決

定
し
て
い
る
。 


